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〈
ソ
ム
リ
エ
の
理
解
と
協

力
が
最
重
要
課
題
﹀

　

―
―
中
国
や
東
南
ア
ジ

ア
、
北
米
で
は
な
く
、
フ
ラ

ン
ス
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ

た
戦
略
は

　

和
食
や
日
本
酒
の
認
知
度

は
向
上
し
て
い
る
も
の
の
、

和
食
以
外
の
料
飲
店
で
日
本

酒
を
開
拓
す
る
余
地
が
残
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
ソ
ム
リ
エ
は
、

ワ
イ
ン
だ
け
で
な
く
レ
ス
ト

ラ
ン
で
提
供
さ
れ
る
す
べ
て

の
飲
料
に
責
任
を
持
ち
、
食

と
の
ペ
ア
リ
ン
グ
を
提
案
す

る
。
日
本
酒
の
普
及
に
重
要

な
役
割
を
担
う
ソ
ム
リ
エ
の

理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と

が
最
重
要
と
考
え
た
。「
Ｇ

Ｉ
」
認
定
前
は
、「
サ
ロ
ン
・

デ
ュ
・
サ
ケ
」（
２
０
１
８

年
パ
リ
）
へ
の
ブ
ー
ス
出
展

（
三
重
県
）、「
フ
ラ
ン
ス
海

女
Ｐ
Ｒ
事
業
」（
２
０
１
９

年
同
）
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
へ

の
ブ
ー
ス
出
展
（
三
重
県
鳥

羽
市
）
を
展
開
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
料
理
は
時
代
の

変
化
に
応
じ
て
進
化
し
た
歴

史
が
あ
る
。
コ
ク
の
あ
る
濃

厚
な
ソ
ー
ス
は
脂
肪
分
を
抑

え
て
軽
く
な
り
、
酢
や
み
り

ん
と
い
っ
た
素
材
の
旨
み
を

引
き
出
す
日
本
の
調
味
料
を

使
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ワ
イ
ン
も
料
理
の
ト
レ
ン
ド

に
合
わ
せ
て
赤
か
ら
白
、
ロ

ゼ
へ
幅
が
広
が
り
、
和
の
テ

イ
ス
ト
を
取
り
入
れ
た
料
理

と
同
様
、
日
本
酒
が
ソ
ム
リ

エ
の
選
ぶ
選
択
肢
と
し
て
浮

上
し
て
い
る
。
事
実
、
常
に

世
界
の
新
し
い
酒
を
探
し
て

い
る
フ
ラ
ン
ス
の
ソ
ム
リ
エ

協
会
は
今
、
日
本
酒
を
熱
心

に
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
。

　
〈
三
重
の
歴
史
と
食
文
化

で
差
別
化
を
意
識
﹀

　

―
―
ワ
イ
ン
の
国
で
ど
の

よ
う
に
日
本
酒
を
説
明
し
た

か
　

ワ
イ
ン
は
ブ
ド
ウ
原
料
の

産
地
を
取
り
巻
く
自
然
環
境

を
表
現
す
る「
テ
ロ
ワ
ー
ル
」

と
い
う
概
念
が
あ
る
。一
方
、

日
本
酒
は
米
と
米
麴
、
水
だ

け
を
原
材
料
と
し
て
い
る
。

同
じ
産
地
、
同
じ
銘
柄
の
酒

米
で
も
杜
氏
の

技
量
や
使
う
酵

母
の
選
択
な
ど

酒
蔵
に
よ
っ
て

大
き
く
味
わ
い

が
異
な
る
。
三

重
の
中
心
に
は

「
三
重
の
食
」

が
あ
り
、
酒
蔵

は
限
ら
れ
た
原

材
料
を
調
理
す

る
料
理
人
の
よ

う
に
杜
氏
の
技

を
注
ぐ
。「
Ｇ
Ｉ
」
認
定
は

産
地
の
特
性
、
自
然
的
・
人

的
要
因
、
原
料
・
製
法
な
ど

他
の
地
域
と
の
差
別
化
を
強

く
意
識
し
た
。

　

―
―
他
の
地
域
と
差
別
化

と
認
知
度
向
上
の
課
題
は

　

伊
勢
神
宮
が
あ
る
三
重

は
、
古
代
か
ら
天
皇
や
朝
廷

に
酒
や
食
べ
物
を
納
め
て
き

た
「
御
食
国
（
み
け
つ
）
の

国
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
江

戸
時
代
に
は「
お
伊
勢
参
り
」

が
ブ
ー
ム
と
な
り
、
訪
れ
る

参
拝
客
に
酒
と
料
理
を
ふ
る

ま
っ
た
歴
史
が
あ
る
。
西
洋

の
巡
礼
を
想
起
さ
せ
る
「
お

伊
勢
参
り
」、「
マ
リ
ア
ー

ジ
ュ
」「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
」

の
概
念
に
通
じ
る
「
美
食
の

聖
地
・
三
重
の
酒
」を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
た
。「
サ

ロ
ン
・
デ
ュ
・
サ
ケ
」
の
「
試

食
ア
ト
リ
エ
」
を
き
っ
か
け

に
し
て
２
０
２
１
年
の
ベ
ル

ギ
ー
商
談
会
で
は
三
重
か
ら

参
加
し
た
酒
蔵
に
サ
ン
プ
ル

の
申
し
込
み
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　
〈「
Ｇ
Ｉ
」
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
ー
は
酒
蔵
を
語
る
こ

と
﹀

　

―
―
「
Ｇ
Ｉ
」
認
定
か
ら

目
指
す
べ
き
方
向
性
は

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
域
内
の
ワ

イ
ン
生
産
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の

歴
史
や
品
質
を
競
い
合
っ
て

発
展
し
た
が
、
日
本
の
酒
は

地
域
間
競
争
を
や
っ
て
こ

な
か
っ
た
。
三
重
は
「
Ｇ

Ｉ
」
認
定
後
も
日
本
ソ
ム
リ

エ
協
会
の
田
崎
真
也
さ
ん
を

迎
え
て
「
御
食
国
三
重
の
酒

と
食
」（
２
０
２
１
年
）
を

開
催
。
田
崎
さ
ん
を
ト
ッ
プ

と
し
て
日
本
酒
と
焼
酎
の
資

格
制
度
「
サ
ケ
・
デ
ィ
プ
ロ

マ
」
な
ど
人
材
育
成
も
ス

タ
ー
ト
し
た
。
三
重
県
で
生

産
ま
た
は
開
発
さ
れ
た
酒
米

と
三
重
県
で
開
発
し
た
酵
母

を
使
っ
た
純
米
酒
・
純
米
吟

醸
酒
・
純
米
大
吟
醸
を
認
定

す
る
独
自
の
「
三
重
Ｈ
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」（
同
）
認
定

制
度
を
発
足
さ
せ
、
ブ
ラ
ン

ド
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
古
代

か
ら
循
環
す
る
水
を
テ
ー
マ

に
し
た
「
天
上
の
水
（
Ｃ
ｅ

ｌ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ａ
ｌ 

Ｗ
ａ
ｔ

ｅ
ｒ
）」
を
推
進
し
て
い
る
。

土
壌
や
気
候
な
ど
酒
蔵
を
取

り
巻
く
自
然
環
境
と
食
文
化

こ
そ
、
日
本
酒
の
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
ー
だ
と
考
え
る
。

　
【
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）

制
度
】
特
定
の
産
地
な
ら
で

は
の
特
性
（
品
質
・
社
会
的

評
価
）
が
確
立
し
た
酒
類
や

農
産
物
で
、
産
地
内
で
生
産

さ
れ
、
一
定
の
生
産
基
準
を

満
た
し
た
商
品
だ
け
が
地
域

ブ
ラ
ン
ド
を
独
占
的
に
名
乗

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

産
地
な
ら
で
は
の
日
本
酒
の
特
性
や
品
質
を
ブ
ラ
ン

ド
認
定
す
る
地
理
的
表
示
「
Ｇ
Ｉ
」
制
度
。
名
古
屋
国

税
局
は
、
２
０
２
０
年
認
定
の
「
Ｇ
Ｉ
三
重
」
に
つ
い

て
「
他
製
品
と
の
差
別
化
を
図
る
こ
と
で
日
本
の
特
産

品
と
し
て
輸
出
事
業
に
寄
与
し
た
」
と
評
価
す
る
。
５

月
に
開
催
さ
れ
た
「
東
海
地
域
日
本
産
酒
類
輸
出
促
進

連
絡
会
議
」
で
、
管
理
機
関
の
三
重
県
酒
造
組
合
が
発

表
し
た
ワ
イ
ン
の
本
場
フ
ラ
ン
ス
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
輸
出
戦
略
は
参
加
機
関
の
関
心
を
集
め
た
。
清
水
慎

一
郎
会
長
（
清
水
清
三
郎
商
店
代
表
取
締
役
・
写
真
）

に
戦
略
を
聞
い
た
。

�

（
聞
き
手 

亀
井
和
真
）

「ＧＩ三重」の戦略とは「ＧＩ三重」の戦略とは

酒造業の繁栄を祈願する伊勢神宮の御酒殿祭

「三重Heritage」ロゴマーク

「GI三重」のロゴマーク

ワ
イ
ン
の
本
場
に
挑
む
日
本
酒「
Ｇ
Ｉ
三
重
」


